




















研究目的 

先天異常モニタリングシステムおよび各マーカー奇形のベースラインの設定はすでに昨年

までに完成している。本年度は以下の三つの事項の究明を目的とした。 

1)昭和 56 年 10 月から昭和 59 年 9 月までの 3年間のマーカー奇形の発生状況の検討 

2)奇形発生の地域集積性に関する検討 

3)妊婦の喫煙習慣の児に対する影響の検討 


